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１ 学びの構想
「説得力のある文章で自分の思いや主張を伝えた
い」。これは子どもたちの願いである。子どもたち
は国語の時間に限らず，学校生活の様々な場面で，
レポートやお知らせ，新聞など書くことが求められ
る。「書くこと」を中心にした題材は教科書の中に
配置されているが，書くことが苦手な子どもにとっ
てはとりかかりにくい。そこで，説明的な文章の読
み取りを書くことにつなげることで，読む目的がよ
り明確になり，学ぶ意欲につながると考えた。その
ため，文章を読み，読者を論の展開に引き込む工夫
について探り，それを書くことに生かすという授業
を構想した。特に本単元では，「問い」と「答え」を
中心とした段落の役割に着目しながら，書くことに
取り組みたいと考えている。さらに，その後に『ち
ょっと立ち止まって』を読むことで，読み手を意識
しながら表現の工夫を探らせたい。
また本校国語科では，各自のテーマに基づいて研
究したことをレポートにする，「国語研究録」とい
う学習をカリキュラムの中心に置いている。「国語
研究録」は１年に１本，３年間継続して行われるた
め，子どもたちが国語の時間に感じたこと，考えた
こと，学んだことが影響することも多い。したがっ
て，本単元での学びが「国語研究録」において，「テ
ーマそのものの追究」や「追究した結果を論理的に
書く」ことにつながることを目指したい。
２ 学びのストーリー
 筆者の工夫を探るⅠ
初めて知ったことを書こう （第１時）
「読むこと」を「書くこと」につなげることを目
標に始まった本単元の学習。まずは『ダイコンは大
きな根？』を読み，文章のおもしろさを共有するた
めに，初めて知ったことを挙げていく。
・普段食べている白い部分は，主根と胚軸でできている。
・上と下で味が違い，上は甘くて下は辛い。
・植物にも器官がある。
・力強く下ろすと辛い。下の方が１０倍も辛い。
・虫にかじられると化学反応を起こす。細胞が壊れて辛く
なる。
次に，要約をする。要約すること自体が学習の中
心ではないため，教師が提示した要約を吟味してい
く。
筆者の主張を捉えよう （第２～３時）
教師：要約って何するの？
生徒：大切なところをとらえてまとめる。
生徒：先生，それ文字規制ありますか。
教師：今回は教科書に書かれているように，２０字ぐらいで書
いてもらおうと思います。
生徒：教科書には「段落ごとに」ってある。
教師：そう。段落ごとの要約にチャレンジします。実は，私
が準備してきたものがあるんですけど，まだ中途半端
なので，必要なところは直してください。
子どもたちは文章と要約を見比べて言葉を吟味し
ている。９つの段落のうち，２～３つを直せばよい
学びのつながりを実感しながら，伝わる書き方を探る
－説明的な文章の読み取りを「書く」活動につなげる（第１学年）－
Ⅰ－1 「学びをつなぐ《探究するコミュニティ》としての実践」
子どもたちは授業をはじめ，さまざまな場面で書くことを求めら
れる。その時に悩むのが「どのように書けば，こちらの伝えたいこ
とが相手に伝わるのか」ということである。
そんな子どもたちが「説明文を書く」という目的を持って，説明
的な文章を読み，筆者の書き方を探る。文章構成，接続語，具体例
など，読み手をひきつけるための書き方の工夫を見つけ，それらを
取り入れながら文章を書いていく。友達にアドバイスしたり，友達
の作文を評価したりする中で，伝えたいことが伝わる書き方に迫る
過程を追った。
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ように準備したのであるが，予想以上にこだわりを
もって言葉を選んでいる子どもが多く見られた。
教師：（第１段落の要約を黒板に貼る。）
①私たちは，毎日いろいろな野菜を食べている。
智也：「私たちは，毎日いろいろな野菜の器官を食べてい
る。」
教師：理由は？
智也：１の段落に，「野菜を食べている」って書いてあって，
そこで「野菜の器官を食べている」っていうことが書
かれているからです。
教師：「器官」という言葉が必要だから入れたんですね。み
なさん，「器官」っていう言葉，いりますか？
生徒：智也さんの付け足しなんですけど，次の２段落のはじ
めに，「では，ダイコンはどの器官を食べているので
しょうか。」ってあるから，１段落でも「器官」って
いうことを表さないといけないから必要だと思います。
教師：小学校を思い出してください。２段落目の「では，ダ
イコンはどの器官を食べているのでしょうか。」とい
う，段落の働きを何と言いますか。
正人：問いかけ。
教師：中学校なのでもう少し難しい言葉で，「問題提起」の
働きがあります。
生徒：（小学校で）習った！
教師：では，その前にある１段落は何という働きって言った
らいい？
生徒：じんわりと……。
教師：じんわりと……？
生徒：補足。
生徒：前置き。
教師：そうですね。「今からこんなことを言いますよ。」って
いう働き。これも覚えておいてください。難しい言葉
で「導入」って言います。問題提起を導き出すために
書かれているものです。だから「器官」っていう言葉
を入れるといいんですね。
子どもたちは要約に必要な言葉を考えながら，段
落のつながりを意識していることが分かる。文章構
成については押さえておきたいことの一つであった
ため，確認しながら進めることができた。
第２～９段落の要約は，自分の考えをもとに班で
話し合いを行った。
〔４班の話し合いの様子〕
星華：③は「根」じゃなくて「主根」にした方がいいと思う
んだけど。
正人：なんで。
星華：「食べている」って書いてあるけど，側根は食べてな
いし，教科書も「主根」って書いてあるし。
智也：でも「根」の説明でしょ。だから「主」は必要ない。
智也：⑦の「虫の害」って，害があるのは虫だけじゃないか
らいらない。
星華：うーん。でも要約だから何が害か分かった方が。
智也：「辛味を発揮する」を「辛くなる」にすれば短くなる。
星華：それはいいと思う。「細胞が壊れると」は必要？
正人：⑧とつながってるから，いる。
要約について話し合ってはいるものの，一つの要約
についてみんなで検討するというよりは，自分の思
いを伝え，それを班の意見とするような流れになっ
ている。才香は矢印等を使って，ワークシートに班
の意見を分かりやすくまとめている。ここでも段落
のつながりに目が向いていることが見て取れる。
班での話し合いの後，全体で意見を交流し，要約
は次のように完成した。
①私たちは毎日いろいろな野菜の器官を食べている。
②私たちはダイコンのどの器官を食べているのだろうか。
③ 上部が胚軸，下部が根と，違う器官を食べている。
④器官が違うことで，なぜ味も違うのか。
⑤ 胚軸は水分が多く，甘いのが特徴である。
⑥根は辛いのが特徴で，そこに植物の知恵が隠れている。
⑦虫の害を防ぐため，根の細胞が壊れると辛味が出る。
⑧ 特徴を生かせば，さまざまな味が引き出せる。
⑨他の野菜も新しい魅力が味わえるかもしれない。
①②④⑥⑦⑨は子どもたちが考えたもの
書き方の工夫を探ろう （第４時）
子どもたちに，教科書本文を印刷したプリントを
配布する。一部赤字で印刷されている部分は，要約
に使ったキーワードやキーセンテンスである。赤字
と黒字を比較することで，筆者の書き方の工夫が見
えてくるのではないかと考えたからである。
どのようなものを工夫と捉えるか分からずにいる
子どもがいたため，まずは第１，２段落について発
表することにした。
生徒：「器官」って「根，葉，茎」と具体例を挙げている。
正人：「キャベツ」とか，ダイコンだけじゃなく，他の野菜
を例に出している。
生徒：３段落も入っちゃうかもしれないんですが，ストーリ
ーみたいに問題を出して，それを考えてみて，それを
少しずつ説明している間に，おもしろいことが書いて
あったりして，読者を楽しませようとしている。
生徒：「根のように思うかもしれませんが……。」って書い
てあるから，みんなが思うようなことを書いている。
グループで見つけた工夫を全体で交流するときに
は，子どもたちの意見をグルーピングし，次時の文
章を書く活動につなげようと考えていた。しかし，
子どもたちはじっくりと文章に向き合い，たくさん
の工夫を挙げたため，子どもたちに自分が書くとき
に取り入れたい工夫を挙げさせ，教師が黒板でまと
めるという形になってしまった。
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子どもたちが考えた，筆者の書き方の工夫
星華の構成メモ（上段：要約，下段：工夫）
 クラスメイトに伝えたいことを書く
書くための情報を収集しよう （第５時）
前時までの学習をふまえ，「初めて知ったことを
クラスメイトに伝えよう」という課題を設定し，書
く学習をスタートした。あらかじめ探しておいたテ
ーマをインターネット等で調べる活動を行った。自
分の興味のあることだけに，楽しみながら調査を進
めていた。
文章構成メモを作成しよう （第６時）
はじめに第４時でまとめた，文章を書くときに取
り入れたい筆者の工夫，「文章構成」，「言葉の使い
方（つなぐ言葉）」，「テーマ」，「読み手をひきつけ
る」を確認し，その中でも特にはじめの二つを必ず
取り入れること，さらに工夫したいことがあれば追
加してもよいことを伝えた。また，文章は原稿用紙
２枚以内とした。
教師：構成メモの上の段には，要約のような形で，書きたい
ことを大まかに書いてください。下の段には，取り入
れる工夫について，「つなぐ言葉を入れる」とか「○
○と比較する」とかを書いてください。次の時間にこ
の構成メモを班で見せ合って，アドバイスし合うので，
分かるように書いてください。
調べた資料の中から，読み手を引きつけるための
情報を取り出していく。どのような導入にすればよ
いのか，問題提起はどのように書くとよいのかなど
を考えていた。
構成メモをよりよいものにしよう （第７時）
これまで国語の時間に意見交流は行ってきたが，
班ごとに互いに書いたものを交流しアドバイスし合
うことは初めてである。そこで，ある子どもの構成
メモを取り上げ，クラス全体で交流した。その後，
取り入れる工夫を再確認し，「伝えたいこと」を大
切にしてアドバイスし合うよう助言して班活動に入
った。
〔４班の話し合いの様子〕
・正人のメモ検討
星華：（本文に書かれている）解説の意味が分からない。「心
を広く持て」って何？
正人：わかりやすい例を使ったつもりなんだけど。（改善す
るつもりはないように見える）
星華：私は分かるけど，分からない人もいる。でもとりあえ
ずこれでいい。
・智也のメモ検討
正人：稲垣さん（『ダイコンは大きな根？』の筆者）のもダ
イコンから始まってる（から，いい）。
陽子：最初ダイコンから始まった。何でダイコンから？
星華：順番的にはいいと思うよ。
正人：直さなくてもいいけど，このままだとぱっと見てもだ
れもおもしろいと思わない。
・星華のメモ検討①
星華：アリについて書いてるんじゃなくって……。
陽子：「２・６・２」？
星華：そう。「２・６・２」。「怠ける人たちを働かせるには」
っていうことが書きたい。何かアドバイスないと寂し
い。
このやりとりから見て取れるように，アドバイス
ではなく質問の形になっており，しかも，質問に答
えることを通して，よりよい書き方を考えるのでは
なく，自分の書いたものを友達に説明することが主
になっている。
この後，班活動の時間が余ったため，自分のメモ
のアドバイスが十分ではなかった星華は再度求めた。
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〔４班の話し合いの様子〕
・星華のメモ検討②
星華：アドバイスもらえてないから欲しい。私のには問題提
起がないような気がする。
正人：問題提起は必ずしも必要ではないと思うよ。俺もない
し。
星華：「問いかけ」は問題提起でしょ。
正人：「２・６・２」はさぼってもいいっていう結論になっ
てしまうよ。
星華：そうじゃなくて，「２・６・２」の後ろの「２」を集
めると，働かなかった人もリーダーシップをとるよう
になるんだって。
正人：「２・６・２」は狂っちゃいけないって書いてあるよ。
ことわざにあったやろ。リーダーが多いとまとまらん
て。
智也：「船頭多くして船山に上る」
星華：だーかーらー。「２・６・２の法則」これを参考に書
いてる。
正人：事実を述べないといけない。
智也：エッセイだったら別にいいけど。
正人：自分の伝えたいことはどうなの？
星華：……。（答えられない）
智也：言いたいことがないと知識のひけらかしになるよ。
正人や智也は「伝えたいことはどうなの？」と聞
いてはいるが，星華に寄り添うというより，自分の
思いをただ星華に伝えているだけのように感じる。
星華は学級委員をしているため，このクラスがさら
により良くなるために「２・６・２」をみんなに伝
えたいと考えているということを二人はわかっては
いても，具体的なアドバイスをすることには至って
いない。まだ十分に互いの思いを尊重し合いながら
学ぶというコミュニティが育っていないことを実感
した。そこで，ある班の話し合いを取り上げ，自分
の伝えたい思いを再度見直すよう促した。
アドバイスをもとに文章を書こう （第８時）
はじめに国語便覧（浜島書店）を用い，原稿用紙
の使い方の復習をした。次に，取り入れる工夫，「文
章構成」，「言葉の使い方」を評価のポイントとする
ことを確認した後，前時を生かして文章を書き始め
た。調べた資料や構成メモだけではなく，『ダイコ
ンは大きな根？』を見ながら書いている子どもも多
く見られた。筆者の工夫を自分もまねしてみたいと
思ったからであろう。
書き方の工夫を評価し合おう （第９時）
書くことが苦手な子どもにも達成感を味わわせた
いと考え，評価の観点は教師が提示した。①「伝え
たいこと」が伝わってくるか②取り入れる工夫を
生かした文章になっているか③②以外にどんな工
夫が取り入れられているかの３点である。班で評価
表とともに作文を回し，評価を書き入れる。
星華は第７時の話し合いを受けて，「伝えたいこ
とをはっきりさせる」ということを意識して，特に
★印以降を工夫して書いてみたが，うまくいかなか
ったと感じている。最後の一文からもそれが見て取
れる。ただ，具体的に分かりやすく書くという点で
は，班員から評価を得ている。評価の観点を絞った
ことで，読むときのポイントを把握できていたよう
だ。できている点とできなかった点を子どもたち自
身が見つめ直す機会になったのではないだろうか。
 筆者の工夫を探るⅡ
筆者の主張を捉え，書き方の工夫を探ろう（第１０時）
『ちょっと立ち止まって』の学習に入る。ここで
の課題も筆者の書き方の工夫を探ることである。ま
ず，筆者の主張を捉えた後，３つの図の見え方を確
認した。そして，筆者の工夫を考え，発表していった。
書き方の工夫を捉え直そう （第１１時）
本時は二つの説明的な文章で捉えた筆者の書き方
の工夫をこれからの自分たちの文章に生かそうとす
ることをねらって行った。第４時で書き方の工夫を
教師がまとめてしまったこともあり，今回は子ども
たちがネーミングをつけながら分類してほしいと考
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子どもたちと分類した，筆者の書き方の工夫
えていた。「自分の文章に取り入れることを目標に
分類してみよう」と投げかけると，子どもたちの視
点でグルーピングが始まった。
生徒：「具体例」っていうのでまとめられると思います。
教師：他にも「具体例」の中に入れた方がいいと思うものが
１枚あるんだけど，どう？
生徒：数字を挙げる。
教師：これは具体例ではないけど，具体的に説明しているよ
ね。
星華：読者の視点。
教師：どれ？みんなは，どんなカードを選ぶかとか，そのカ
ードで合っているかとか考えて黒板を見て。
教師：他にはない？
正人：「読者が他の野菜について考える機会になる」
教師：これどう？採用？
生徒：（うなずく。）
このように話し合いを行いながら分類した。子ど
もの考えを大切にしながら，教師の思いも子どもた
ちに示していった。分かりやすい文章には共通の特
徴があることを子どもたちはつかんだようだ。
単元を振り返ろう （第１２時）
単元を振り返って感じたことを自由に書いた。正
人は次のように振り返る。
（前略）説明文を書いてみて，読んだときの工夫点を利用し
て書くことができてよかった。説明文というのがどういうも
のか，よく理解することができた。
ここから，「読むこと」と「書くこと」をつなげら
れたと実感していることが分かる。
また，星華は自分の作文を次のように評価してい
る。
説明文を書くのは簡単と思っていました。が，いざやると
なると文章構成や自分の伝えたいことなど，いくつもの壁が
ありました。中でも一番難しかったのは，自分の伝えたいこ
とを読者に伝えるということです。『ダイコンは大きな根？』
を読んでみると，私が書けなくて困っていることすべてにお
いてうまく書いてあります。（中略）それに比べ私のは，文
章構成はまずまずといったところです。特に自分で読み返し
てみても何が言いたいんだろうというように伝えたいことが
伝わってきませんでした。（中略）
次回があればもっと読者に思いが伝わるようにしたいです。
取り入れる工夫の一つであった文章構成については
できたと感じているが，「自分の伝えたいこと」は
書けなかったと述べている。これは，第７時での班
員のアドバイスが大きく影響している。
他の子どもたちの振り返りにも「次に文章を書く
ときには今回できなかったことに挑戦したい」とい
う内容が多く見られた。次の「書くこと」への意欲
が感じられる。
３ 省察
 子どもの学びを広げる，深める
「読むこと」と「書くこと」をつなげる
学びの質を保障するためには，子どもたち自身が
学ぶ意義を捉え，また，自身の学びを実感できると
いうことが大切である。
これまでも説明的な文章の読み取りを書くことに
生かす授業を行ってきたが，今回はその後にさらに
説明的な文章を読むという単元をデザインした。「書
く」という経験が「読み」を深めると考えたからで
ある。
二つ目の説明的な文章は『ちょっと立ち止まって』
である。読み取りは１時間，工夫を整理するのに１
時間と，計２時間しか行わなかったが，その中で子
どもたちは書いた経験を生かして筆者の書き方の工
夫を読み取り，分類した。自分たちが文章を書くと
きに生かせることとしては，①具体例を挙げる，具
体的に説明する②読者の視点に立つ（導入やまと
めの工夫）③言葉の使い方④文章構成の４つであ
る。最後の振り返りからは，次の「書くこと」への
意欲が感じられたと前述したが，具体的に気をつけ
たいことや取り入れたいことをまとめている子ども
も見られた。
ぼくが次に説明文を書くならば，
・絵やスケッチを入れる
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・要点を分かりやすく書く
・いくつかの例を挙げて比較する，説明する
・具体的な説明をする
・接続語をうまく使う
などの工夫を多く取り入れ，分かりやすく読みやすい説明文
にしたいです。 （聡史）
私はこの二つの説明文を読んで，「マネしたい！」と思っ
たことは，
①読者が思っていることを書く→その後に正しい（伝えたい）
ことを書く
②難しい言葉はＮＧ
③一つのことを説明→私達の日常生活でも考える
（④文をある程度短くする）
などです。私も説明文を書きましたが，（中略）この二つの
説明文のようには出来ませんでした。 （瑞穂）
また，第７時で正人が星華に「問題提起は必ずし
も必要でないと思うよ。」とアドバイスしているよ
うに，自分の伝えたいことに合わせて取り入れる工
夫を考えている様子もうかがえる。これは実際に自
分が書くということを想定して文章と向き合ったか
らであろう。
このように「読むこと」を「書くこと」につなぐ，
「書く」ために「読む」という活動を今後も取り入
れていきたい。そのことが，「説得力のある文章で
自分の思いや主張を伝えたい」という「書く」意欲
を高め，また，説明的な文章を読む際には読み手を
意識した書きぶりに着目して「読む」ことにつなが
っていくはずである。
本校国語科が大切にしている核となる学び「言葉
を通して他とかかわり，追究を深める」の実現に向
けて，今後も単元をデザインしていきたい。
 ３年間の子どもの学びをデザインする
才香の学びを振り返る
才香は４班のメンバーである。班の話し合いの際
には星華，正人が中心となって活動を進めており，
才香は皆の話し合いを聞いたりメモしたりしている
ことが多かった。
前述したように第７時の話し合いの様子を見ると，
コミュニティが十分に育っていないことが分かる。
星華は授業後に話し合いがうまく行かなかったこと
を教師に報告している。書きたいことがあるのに伝
わらない，伝えられないもどかしさを感じたからで
ある。教師は伝えたいことを最初に書くよう促した
が，星華は「２・６・２」の説明をした上で，自分
の思いを伝えたかったようだ。
しかし，才香は第１２時の振り返りに次のように書
いている。
私は，説明文を書くのに挑戦して，楽しかったし，難し
かったです。（中略）説明文を作るときは，ほとんどどう
すればいいか分からなかったけど，班の人の「この説明と
ここを入れかえた方が分かりやすいよ」とか「もっとここ
を多く説明した方がまとまる」などのアドバイスのおかげ
できちんと説明文を書けました。その後の読み合いで，「カ
ンペキ」と書いてあってすごくうれしかったです。
この実践は５月下旬から行ったものであるが，こ
の時期に子どもたちが互いの思いを尊重しながら学
び合うことはなかなか難しい。特に文章を読み合い，
アドバイスすることは相手との信頼関係ができてい
ないと難しいことである。
そこで，出来上がった文章ではなく，構成メモの
段階でアドバイスし合うという活動を行った。才香
のように，どのように書けばよいか迷っていたが，
友達のアドバイスを受けて書きやすくなったり，友
達に評価されて自信をつけたりという経験を重ねて
いくことで，互いの思いに耳を傾けながら学び合う
というコミュニティづくりができるのである。
学年間の学びのつながりを意識する
同じ時期に２年生，３年生でも「書く」活動を取
り入れた。２年生は「１年生に中間考査について説
明しよう」という課題に取り組んだ。説明する内容
を班ごとに変え，班で考えた構成メモを他の班に見
せ，１年生に伝えるのにふさわしいかという点を中
心にアドバイスしてもらうというものである。また，
３年生では「附属中学校をよりよくしよう」という
テーマで批評文に取り組んだ。班ごとにテーマを設
定し，評価できる点と評価できない点を挙げ，取材
や調査を行い，それをもとに個人で文章化した。出
来上がった批評文は別の班を編制して読み合い，根
拠が妥当であるかという点を中心にアドバイスし合
うという活動を取り入れた。クラス替えがあった２
年生に比べると，３年生は，でき上がった文章であ
っても互いの思いを尊重しながらアドバイスし合う
様子が見られた。「アドバイス」という同じような
活動を取り入れても学年によって学びは違う。だか
らこそ，授業のねらいを明らかにした上で，教師が
子どもに寄り添いながら学びを見取り，授業をデザ
インしていく必要がある。
３年間というロングスパンの学びを意識した上で，
子どもたちがどう学びをつなぎ，深めていくのかを
考えながら，カリキュラムのあり方について今後も
探ってきたい。
 次なる学びに生かす省察
本単元は国語研究録につながることを意識してデ
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ザインした授業である。星華は，今年度の国語研究
録のテーマを「言葉遣いで変化！～失礼のないよう
に～」とし研究を行った。国語研究録の取り組みの
振り返りには次のように書いている。
はじめは言葉遣いで変化する相手への印象がテーマでし
たが，目上の人に対する敬語を調べていくうちに，失礼の
ない言葉へと変化しました。最終的に，最初のテーマより
まとめやすく，しぼることにより，深く調べることができ
ました。考察も十分にできたと思います。
また，私は文章を推敲するのが下手なので，資料に助け
てもらった部分がいくつかありました。けれど分かりやす
い文章にできたのではないかなと思いました。
伝えたいことが伝えられなかった本単元の作文に
比べると，満足のいく国語研究録になったと感じて
いるようだ。本単元に比べると自分の調べたいこと
や自分の調査を通して読み手に伝えたいことが明確
だったからであろう。子どもの意欲を高めるために
「初めて知ったことをクラスメイトに伝えよう」と
いう課題を与えたが，伝えたいことを明確に持てる
ような課題を選ぶべきであった。
また，本単元での学びを国語研究録に直接つなげ
ることができなかった。先日，本校の授業参観に来
た小学校の教員が，授業間，単元間における学びの
履歴について述べていた。小学校は担任がほとんど
の授業を行うため，特に国語で学んできたことを教
室に掲示することが多い。すると，子どもたちが学
びのつながりを実感したり，これまでの学びを次の
学習に生かしたりしやすい。中学校では教科担任制
のため，小学校のように学びの履歴を掲示すること
は難しい。そのため，これまでは省察を行っても十
分には生かし切れていなかった。また，単元をデザ
インする際の省察の位置づけも甘かったように思う。
省察が次の発意を生むことをふまえた上で，国語
科として子どもたちが自分の学びを的確に捉え，表
現できるようにすることはもちろん，学びを繰り上
げられるような単元ごとの省察のあり方について，
さらには，その省察の残し方，生かし方について吟
味していきたい。 （原 有紀）
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